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コ ク ヌ ス トモ ドキ （甲虫 目　ゴ ミム シ ダ マ シ 科）

　　　　　　の 野外越冬に関す る知見
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Field　Hibernatlon　of　the　Red 　Flour　Beetle，　Tribolium　castanet ‘m

　　　 （HERBsT ）（Coleoptera：Tenebrionidae）in　Japan

Yasuhiro　ToMloKA

は じ め に

　 ゴ ミム シ ダ マ シ科 Tenebrionidaeの コ ク ヌ ス ト

モ ドキ Trtbotittm　c α st α ne ” m （HERBST ） は 世 界 に

広 く分布 し，重 要な貯穀害虫 と して 知 られ て い る 。

原産地 は オ
ー

ス トラ リ ア と推定 され て お り （安

富 ・梅谷，1995），日本で も輸入植物検疫の 際 に

発見され る こ とが多 い 。日本 で は 輸入穀類 と共 に

持ち込 まれ た もの が定着 した と一般に考え られ て

い る が ， もっ と古 い 時代か ら分布 して い た疑 い も

あ り， 定着時期は不明 で あ る 。 世界的な害虫 で あ

るに もかか わ らず，本種の休眠性に つ い て は従来

報告が な く， 日本国内の 野外 に お ける生態 につ い

て も殆 ど知 られ て い な い 。

　筆者は埼玉 県下 にお い て，1991年 に ケヤキ Zel．

o々vα　serratα　MAKINo （ニ レ科 Ulmaceae）の樹皮下

で 本種 の 越冬成虫 を確認 して 以 来，毎年の よ うに

越冬 の 様子 を観察 して い る の で報告する 。 なお発

見当時，種の 同定確認を して頂 い た九州大学農学

部の 中條道崇博士 に感謝 申 し上 げる 。

採集記録お よび 観察結果

　1991年 12月 8 囗 ：埼玉 県浦和市に お い て
， 民 家

近 くの ケヤ キ の 大木の 樹皮下 （高 さ 1 − 1．5m の

範囲）か ら成虫 16頭採集 。 ヤ ノ ナ ミ ガ タ チ ビ タマ

ム シ ／
’
rachys 　yamoi　KUROSAWA ，ハ ロ ル ドヒ メ コ ク

D
本稿 は本学会の 第 ］5回 大会 （ユ994） に おい て 口頭発

　表 した 内 容 に 若干の 知見を加えた 。

：〕
イ カ リ消毒  　新技術開発部

　（〒 275−0024　
・T．葉県習志野市茜浜1の 工2の 3）

ヌ ス トAncyrona　haroldi　REITTER，ヒ メ ア カ ボ シ

テ ン トウ Chilocorus　k“ w α nae 　SILVESTRI ， ヒ メ カ メ

ノ コ ハ ム シ Cα ssida 　piPerαta　HOPE ，な どの 甲虫類

に混 じ っ て樹皮下で越冬 して い た 。 樹皮の剥離片

1 枚当た りに 1 〜4 頭 ずつ 見 られ，高密度に集合

して い る こ とは なか っ た （図 1
，

2 ）。

　1991年 12月15日 ： 同 じケヤキ の 樹か ら，さら に

25頭採集。周辺 の 10数本の ケ ヤ キ を探索 したが他

の 樹か らは見つ か らなか っ た。

　1992年 3 月 ユ 日 ：同 じケヤ キ の 樹 で 高 さO．3−

2m の 範囲 の 樹皮下か ら12頭採集 。
い ずれ も生存

して い た 。 （以上 の採集個体群 は越 冬後す ぐに産

図 1　 ケ ヤ キ の 樹皮下 の 越冬中の コ ク ヌ ス トモ ドキ

　　 2 頭 とハ ロ ル ドヒ メ コ ク ヌ ス ト 1頭
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図 2　樹皮下 で 越冬 中 の コ ク ヌ ス トモ ドキ成 虫 3 頭

図 3　越冬成虫が 見つ か っ た ケ ヤ キの 樹（埼玉 県浦和市）

卵 を始 め，以後 4 年間，累代飼育 を行 っ た ）

　 1992年 12月 13日 ：昨年見 られたケヤ キ の 樹 か ら

は ま っ た く確 認で きなか っ た が，約500m 離 れた

別の ケ ヤ キ の 樹で 高 さO．5− 1．5m の 範囲か ら15頭

採集。 昨年 と同様 に樹皮剥離片 1 枚当た り数頭ず

つ 見 られ ， 周辺の 別の 樹か らは見つ か らなか っ た

（図 3）。

　 1993年 2 月21日 ：同 じケヤ キ の 高 さ1．5〜 2m

の 範囲か ら14頭採集。 殆どが生存 して い た 。

　 1993年 ll月 23日 ：埼玉県浦和市の 見沼田 圃東縁

にお い て 2 箇所の ケヤ キか ら，それぞ れ 2頭 ずつ

合計 4 頭採集 。

　1994年 1 月 9H ：埼玉県川口市に お い て
， 雑木

林の 林縁で 2 本の ケヤ キか らそれぞ れ 15− 20頭ず

つ 成虫 を採集 （図 4）。 越冬 の 状況は こ れ まで の

図 4　 成虫が 見つ か っ た雑木林 の 林縁部 の ケ ヤ キの 樹

　　 （埼玉県川LI市）

観察 と同様で あっ た。

　 1994年 5 月29日 ：浦和市 一川口市 に お い て ケヤ

キ の樹皮下 を探索 したが，本種は まっ た く見 られ

ず，発生場所 も見 つ か らなか っ た 。

　 1996年 2 月25日 ：以前に本種が見つ かっ たケヤ

キ の 樹か らは い ずれ も見 られ なか っ たが ，川 口市

の 雑木林で別 の ケヤ キ の 樹か ら越冬成虫約 10頭 を

確認 。

　ユ998年 5 月20日 ：か つ て越冬成虫を採集 した川

口市 の 雑木林 の 林縁部で，高さ 2m を飛翔 中の 成

虫 1 頭を捕虫網で採集 。

考 　　 察

　 コ ク ヌ ス トモ ドキ の 越冬成虫は
，

こ れ まで ケヤ

キ の 大木か ら の み 見つ か っ て お り，い ずれ も剥離

し か け た樹皮 の 下 に潜伏 して い た 。また特定 の 樹

の み に集中 して見 られ，越冬場所 となる樹は年に

よ っ て 異な っ て い た 。 1 つ の 樹か ら数十頭見 つ か

っ たが樹皮剥離片 1 枚当た り1 〜 4 頭ず つ の 場合

が多か っ た。ケヤ キ の 樹皮下 は多種 の 土着 の 甲虫

類が 越冬場所 と して 利用 して お り，本種 もそれ ら

群集 を構成する 1種 と し て 観察 さ れた。

　やや似た現象と して は ，製粉工 場 や飼料倉庫 な

どで ，冬季 に床に 敷 い た板や ダ ン ボ
ー

ル ，紙袋の

下 ，
パ レ ッ トや木材 の 隙間 な ど に多数の 成虫が 潜

伏 して い る の を見る こ とが ある 。 また飼育個体群

も低温条件で は隙間 に潜 り込 ん で 活動を停止す

る。

　 しか しt こ の ような低温に よる活動の停止 と今

回 の 野外で の 越冬行動 とは明 らか に異 なる もの で
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ある。今回の 場合，   越冬前の 時期に生息場所か

ら飛翔 し
，   越冬 に好ま しい ケヤ キ の樹 を選択 し，

  特定の樹 に集合 し，  越冬後は飛翔分散 した と

考 えられ，越冬 を巡る積極的な行動の プ ロ セ ス と

判断さ れ る
。

こ れ らの 行動の 誘起 には温度 ， 日長

な どの 気候条件が 関わ っ て い る可 能性が高い
。

　 温度25℃ ， 日長 16L8D 条件下で 飼育 した各発

育 ス テ ージが混在する個体群をユ1月か ら 3 月まで

千葉県の 屋外 に放置 した ところ ，
一

部の 成虫の み

が生存で きた （富岡 ：未発表）。 辻 （1996）は埼玉，

京都 の 無加温 の 室内で 本種 を継続的に飼育し ， そ

の 年に 羽化 した成虫 の みが越冬で き，そ の 際の 生

存率は 高か っ た こ とを報告 して い る 。 生存率に影

響 を及ぼす条件に つ い て は 興 味深 い
。

　 コ ク ヌ ス トモ ドキ類は熱帯の 森林 の枯木 に生息

して い た もの が，紀元前9000年か ら5000年の 間に

草原 に面 した 林縁 の 小屋 内で 害虫化 した と言 われ

て い る （林 ：1995）。
コ ク ヌ ス トモ ド キや ヒ ラ タ

コ クヌ ス トモ ドキ Tribolium　confusum 　JAQuELIN　Du
VAL は屋内の み で繁殖で きる よ うに な っ た種類

であ り， 野外の 生態的知見は 非常に乏 しい
。

　近縁種 の ヒ ラ タ コ クヌ ス トモ ドキ は 1925年に初

め て国内で発見 されたが （桐谷 ：1959）， コ ク ヌ

ス トモ ドキ は当時既に農家な どに定着して 防除の

対象 となっ て お り （横山 ：1925）， コ ク ヌ ス トモ

ドキ の 国内分布は意外に古 い 時期 と思 われ る 。
ヒ

ラ タ コ ク ヌ ス トモ ドキ とコ ク ヌ ス トモ ドキは生態

的類似種であるが，ヒ ラ タ コ ク ヌ ス トモ ドキ の 方

が耐寒性が 強 く， 発育零点 も低 く分布が よ り北ま

で 広が っ て い る （吉田 ら ： 1991）。 しか し ，
こ れ

は 人為的環境下 で の 現象で あ り， もし休眠性が あ

れ ば，活動期 の 僅か な耐寒性の 差は冬 を乗 り切 る

上 で あ ま り問題 に な らない
。 自然界では飛翔能力

を有する コ ク ヌ ス トモ ドキ の 方が生存に有利で あ

り， 温帯の気候 に適応 した集団が形成 され る可 能

性が十分 考え られ る 。

　か つ て桐谷 （1959）は
「
国内の コ ク ヌ ス トモ ド

キは輸入農産物中に 発見される外国産の もの よ り

大型 で あ り，
こ れが 地理的隔離 に よる もの とすれ

ば，相当以前か ら我国に定着 して い た こ とを裏付

け て い る」 と推察 して い る。輸入植物検疫の 際に

見 つ か る コ ク ヌ ス トモ ドキ は ヒ ラ タ コ ク ヌ ス トモ

ドキ よ り小さい 個体が 多い と い うが
， 今回の 野 外

個体群 は当然の こ とながらヒ ラタ コ クヌ ス トモ ド

キ よ り大型で あっ た 。

　輸入穀物 と共に国内に持 ち込 まれ て 貯穀害虫 と

して 生 活する 集団の ほ か に，自然界で 温帯の 気候

に適応 した 生 活環 を持 つ 土着の 集団 の 存在も十分

考えられ，今回 の 野外越冬 の 確認 はそ れ を示唆す

る もの で ある 。 今後は本種の 野外の餌資源や生息

場所，
生 理的な休眠性につ い て 追究する必要があ

る。

　 　　 　　 　　　 引 用 文 献

1）林 長閑 （1995）食品害虫 pp．45
−53．家 屋 害 虫

　 事典 （目本家屋害虫学会編）井 上 書院，東京．

2）桐谷圭 二 （1959）貯穀害虫 に お け る 諸問題．大阪

　 植物防疫，7 （1／2）；／
−44．

3）富 岡康浩 （1994） コ ク ヌ ス トモ ドキの 野外越冬お

　 よび 鶏 糞か ら発生 す る 個体群 に つ い て．日本家屋

　 害虫学会第15回年次大会研究発表要旨集 ： 7．

4）辻 英 明 （1996） コ ク ヌ ス トモ ドキ の 屋 内発生 お

　 よ び越冬経過、第12回 ペ ス トロ ジー
学会大会プ ロ

　 グ ラ ム講演要 旨集 ：23，

5）安富和男 ・梅谷献 二 （ユ995）原 色 図鑑
「
衛生害虫

　 と衣食住 の 害 虫 」　pp．310　全 国農村教育協会，東

　 京．

6）横 山 桐郎 （工925）「 トビ カ ッ オ ブ シ ム シ 」 及び
「

コ

　 ク ヌ ス トモ ドキ」 ノ 異常乾高温 二 対ス ル 抵 抗力，

　 蚕業試験場報告， 7 （2）；119−167．

7）吉田敏治
・
渡辺　直 ・尊 田 望之 （ユ991）図説　貯

　 蔵食品の 害虫　実用 的 識 別 法か ら防除法まで ．pp．

　 268　全国 農村教 育協会，東京．

　　　　　　　　　Summary

　The 　hibernation　adu 里ts　of 　the　 red 　flour　beetle，
7
「
ribolium 　castaneum （HERRsT）have　b已en 　many

times　found　under 　the 　barks　of　Keyaki，　Zelkova

serrata 　MAKTNo　in　field　since 　1991．　 Severa［tens　of

the　heetle　were 　found 　on　per　tree，　while 　a　few　of

individuals　coexlsted 　with 　other 　native 　species 　of

beetles　on　a　piece　of 　bark ．　These　adults 　had　been

liv三ng 　til艮next 　spring 　and 　disperse〔量after 　the　ter・

mination 　of　overwintering ，　One　adult 　flying　at 　the
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bQrdersof 　woods 　near 　the　hiberllating　site 　was

caught 　in　May ，199＆　It　ls　presumed 　that　the　wild

population　of　red 　fleur　beetle　exists 　in　Japan．

（Yasuhiro　ToM 正oKA ：Division　of　research 　and 　de−

velopment ，　IKARI　Corporation）

キーワ ード ： ゴ ミ ム シ ダマ シ科 ； コ ク ヌ ス トモ ド

　キ ；越冬 ；野生集団

Keywords ：Tenebrionidae；Triboti” m 　castaneum ；
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